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木村忠司先生には肝硬変症のため京都大学医学部附属病院に御入院中のところ，昭和50年10

月7日午後11日寺6分誼駕として逝去され允．枢の中l乙横たわられた先生の御顔は古武士のよう

に美しく， もはや近寄り難い尊厳さに満ちていた．明治41年7月4日青森県上北郡野辺地町の

御生れであるから，享年67才にあたらせられる．

10月9日の密葬につづき， 11月15日には，病艇をおしてその設置に先生が最後の情熱をかた

むけられた愛媛大学の，その記念講堂で，厳かに先生への告別の式が同大学医学部葬を以てと

りおこなわれた．

会葬者芳名録の中lと，大学紛争当時，先生と団交した数多くの医学部学生であった万々の名

前をみたが，京都大学医学部長事務代理，同大学附属病院長として事の処理にあたられた先生

の清潔で，市も誠実な御人柄がしのばれた．

先生は昭和37年10月思師青柳安誠先生の後任として京都大学医学部外科学教室第二講座を主

宰されるようになり，爾来昭和47年3月停年退官を迎え，京都大学名誉教授となられるまでの

間，終始同大学lζ於ける学生並びに後進の教育，指導，更には，：~J~そにあたられ，先生の日常に

は使命感溢れるものがあった．

昭和46年には日本自律神経学会会長としての，昭平1147年には日本外科学会会長としての重責

を果たされ，外科学の進歩，発展lζ多大の寄与をなされたが．死の直前まで国際終：痛学会設立

委員並びに同学会機関誌の編集委員としても御活躍されたこれも先生の自律神経に関する深

くて長い一連の系統的御業績が国際的に汎く認められるに至った証左である．また，先生の下

大静脈閉塞症に対する経右房破砕術なる術式の創案は，本邦人の手になる後の世にまで残る数

少ない業績のーっとして，国際的l乙高く評価されている．

昭和47年7月には愛媛大学教授に御就任，同大学附属病院準備室長として御尽涼，その設立

のJ,q避を確立された．

日町l，あの温容にして活達な件牧lζ接し得た門下！と一同，心から先生の御冥福を祈る．

昭和 50年 11月 30日

猪子・伊藤記念会

門下生一同
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京都市左京区聖護院川原町54

京都大学医学部附属病院外科学教室内

日本外科宝函編集室宛

電（075)751-3 6 5 9 

京都市左京区聖護院川原町

編集兼発行者 日 笠 頼 則

京都市下京区油小路松原上ル

印刷者 松崎秀雄

京都市下京区油小路松原上ル

印刷所 松 崎 印 刷 株 式 会 社

京都大学医学部外科整形外科学教室

発行所 日本外科宝函編集室
代表者 日 笠 頼則

（振替口座京都36 9 1) I 



十二指腸潰蕩手術，

広範囲子宮切除術での
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よりよい手術成績のために

手術野の神経細枝を青く染める
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外科用神経染色剤

二.i－日叉7イ己
'i'l・十二指腸m協の外科治療では，近位選択的迷走神経切断ifiが広く行なわれて好

成制をあげられていますが，解剖学的知識を熟知していても肉眼的に全ての迷走神経

を確認するには，かなりの困難を伴うとされています。不完全迷切での迷走神経細校

の残存による償協の再允や消化波分泌障害など手術IC伴って生ずる神経性随伴症をよ

り少なくするためには全てのdf仁村1経を確認する必要があり．ニユーロステインの応

用によってj,i;j催な迷走神経切除が可能となります。

また，産財人科領域の広範閤子宮切除術lζ際して，ニユーロステインを用いて神経

細校を識）jljし勝目光支配神経などを温存すれば，術後排尿障害，勝脱麻庫のような合併

症を起こす乙となく，よりよい手術成績をあげる ζ とができます。

， 

新発売．ノ
〉健保適用く

非常fl'.細い神経分校も判別できる。

神経細枝は染まり血管が染まらないので両者は明確に区別できる。

選択的迷走神経切断術あるいは跨脱支配神経温存術が容易l手なる。

手術野で深さの異なると乙ろ，異なる部位IL繰返し使用できる。

本剤使用による悪影響の報告はない。

1. 

2. 

3. 

4. 

長特

5. 

迷走神経遮断術を必要とする胃・十二指腸漬場の外科的治療ならびに広

範囲子宮切除術に際しての神経細枝の識別。

効能・効果

本法の原理は，細い神経組織が筋肉組織に比し酸素貯蓄が高いため，リュウコメチ

レンブルーの酸化が他の組織より高度に行なわれるととを利用したものです。

＝ユーロステインは Lee,M.の開発した原処方！CS1-=!I＋撃が独自の改良を加えた弱

敵性（pH：約4）の無菌の水性外用剤です。

．包装・薬価

5 mix 5管入

5 ml 1 'l!l' 2 4 6円

．貯 j去

冷暗所l己保存

大阪市城東区蒲生町3ーl
干536

リ＋事

・＝ユーロステイン医学文献集贈呈します（と勤務先をと記入ください）。

ド
， ．． 
a・・
a・・株式会社＋ 


